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参加機関の拠出額 (
個々の参加機関の手数料

全ての金融機関の手数料合計 
∗  元本金)

株価純資産倍率 
参加機関の数 –ブックランナーの数

ブックランナーの数



 

 

2017 A 50% 50

2017 A B 4000

2000

 

3.0 以上の株価純資産倍率の取引の場合、株価純資産倍率の増加に伴いブックランナーに帰せられるコミットメント

総額を減少する方式を用いる。使用する方式は下記の通り

1

√株価純資産倍率

1.443375673

3.0 の株価純資産倍率の場合は、式が 40%から始まるように、この分母数が用いられた。株価純資産倍率が増えるに

つれて、式は 40%以下に推移する。発行の場合は、分母数が 0.769800358 である。 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

ブルームバーグ・データベース（2018 年 7 月確認）／トムソン・ロイターのデータベース（2018 年 7 月確認） 

  



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

＊有（◯）無（X)



 



 

* 前回調査で化石燃料および原発との金融関係が確認されており、関係を継続している可能性は非常に高い。 
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